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中
学
校
生
徒
の
主
張　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環

と
し
て
大
島
保
護
区
保
護
司
会
に
よ

り
、
第
61
回
大
島
郡
中
学
校
生
徒
の

主
張
発
表
大
会
が
10
月
13
日
、
大
島

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
14
人
の
中
学
生
が
日
ご

ろ
の
思
い
や
気
付
い
た
こ
と
を
発
表

し
審
査
の
結
果
、
安
下
庄
中
学
校
３

年
の
中
谷
敦
子
さ
ん
が
最
優
秀
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

東
屋
代
出
身
の
松
井
竜

也
さ
ん
が
、
10
月
4
日
か

ら
９
日
に
英
国
で
開
催
さ

れ
た
第
41
回
技
能
五
輪
国

際
大
会
に
出
場
し
、
曲
げ

板
金
競
技
の
部
で
３
位
入

賞
し
、
銅
メ
ダ
ル
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

技
能
五
輪
国
際
大
会
は
２
年
に
１
度
、
世
界
各
国

の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
青
年
技
能
者
が
一
堂
に
会

し
、
技
能
を
競
い
合
う
国
際
大
会
で
す
。
曲
げ
板
金

の
部
は
世
界
各
国
か
ら
７
人
が
出
場
し
、
与
え
ら
れ

た
課
題
の
立
体
作
品
を
作
製
す
る
た
め
、
金
属
板
を

曲
げ
た
り
、
溶
接
し
た
り
し
精
度
な
ど
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

松
井
さ
ん
は
現
在
、
自
動
車
製
造
会
社
へ
就
職
し

て
お
り
、「
今
回
培
っ
た
技
術
な
ど
を
会
社
の
後
輩

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　松井竜也さん（東屋代出身）  
　技能五輪国際大会で銅賞

　

10
月
28
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
橋
本
武

子
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー
ナ
ー
開
設
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
武
子
さ
ん
（
１
９
１
３
～
１
９
９
２
年
）
は

独
学
で
短
歌
を
始
め
、
昭
和
21
年
に
「
青
潮
短
歌
会
」

を
設
立
し
、
現
代
短
歌
の
普
及
に
多
大
な
功
績
を
残
さ

れ
、
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー
ナ
ー
に
は
青
潮
短
歌
会
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
、
武
子
さ
ん
の
歌
集
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
日
は
、
千
葉
県
船
橋
市
に
お
住
ま
い
の
武
子

さ
ん
の
ご
長
男
、
橋
本
徹
也
さ
ん
も
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
さ
れ
、「
私
も
18
歳
ま
で
大
島
で
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
母
が
育
っ
た
大
島
に
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。」
と

お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

　大島文化センターに
　橋本武子メモリアルコーナーを開設

▲

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子
。
写
真
左

か
ら
音
羽
晃
青
潮
短
歌
会
代
表
、

橋
本
徹
也
親
族
代
表
、
椎
木
町
長
、

荒
川
町
議
会
議
長

▲

メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
橋
本
武
子
さ
ん
の
遺

品
や
歌
集
な
ど
、
約
20
点

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。


